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令和６年９月25日 

 

幕別町議会議長 寺林 俊幸 様 

 

議会運営委員会委員長 岡本 眞利子 

 

   議員派遣結果報告書 

 令和６年６月26日に決定されました議員派遣について、次のとおり報告す

る。 

記 

１ 派 遣 名 

北海道町村議会議員研修会及び先進地視察調査 

２ 目  的 

議会活動に必要な知識の習得及び情報収集を行い、議会機能向上に資す 

 るため。 

３ 派遣場所 

⑴ 北海道町村議会議員研修会[北海道町村議会議長会主催] 

札幌コンベンションセンター（札幌市白石区） 

 ⑵ 先進地視察調査 

   石狩市 

４ 派遣期間 

令和６年７月２日～３日（２日間） 

５ 派遣議員 

委員長 岡本 眞利子  副委員長 内山 美穂子 

委 員 小田 新紀、荒 貴賀、田口 之 

議 員 畠山 美和、塚本 逸彦、山端 隆治、長谷 陽子、 

酒井 はやみ、石川 康弘、藤谷 謹至 

  議 長 寺林 俊幸  副議長 中橋 友子 

（以上14人） 

（野原 惠子議員、芳滝 仁議員、谷口 和弥議員、小島 智恵議員、 

藤原 孟議員 ５人欠席） 

６ 派遣内容 

⑴ 北海道町村議会議員研修会（７月２日） 

・内  容  講演  

・演  題  「札幌が東京より暑くなる！？～加速する気候変動～」 

・講  師  気象予報士 森 朗 氏 
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・所  感  森氏は、観測記録が残っている時から50年に数回しか 

無かった高温や低温が近年では間隔が狭くなり１年に数 

回起こることも珍しくないと話され、温暖化による農業 

・漁業への影響や気候変動に対応するための生活意識の 

必要性、気候変動による新しい伝染病の危険性等に関し 

て解説された。 

現在のデータを基にこのまま気温が上昇すると、2050 

年には東京と札幌の気温が並ぶ可能性があり、原因は二 

酸化炭素であると説明されたうえで、加速化する気候変 

動のもと、行政は安心・安全の供与に加え、空調機器等 

の整備などのインフラ整備や短期・長期の補償制度の確 

立が重要課題になると述べられた。 

この講演を通じて、加速化する気候変動への危機感が 

        高まった一方で、対策として脱炭素社会に向けた取組を 

確実に進めていかなければならないと強く感じた。 

 

・演  題  「人口減少と市町村の重要性・民主主義について自省 

      を含めての所感」 

・講  師  元衆議院議長 大島 理森 氏 

・所  感  大島氏は、昭和58年第37回衆議院総選挙で初当選して 

以降11回連続当選を果たし、その間に環境庁長官や農林 

水産大臣などを歴任され、衆議院議長を２期務められた。 

自らを「平成の政治家」と称し、長年の政治活動を振 

り返りながら、国際的にはベルリンの壁崩壊により資本 

主義・民主主義のグローバル化が強まったと述べられた。 

日本にあっては、失われた30年と言われる平成時代に 

        も政治の根底に民主主義があり、社会的な分断を作らな 

かった国民の選択に誇りを持つとともに、地方自治の大 

切さや自分の町を知ることの大切さを認識し、人口減少 

の大きな問題に取り組んでいって欲しいと熱く語られた 

ことが印象的であった。 

地方議会においても、当然ながら民主主義を重んじ、 

様々な課題解決に取り組まなければならないと再認識し 

た。 
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⑵ 石狩市（７月３日） 

 ・視察概要  ゼロカーボンシティについて 

・内  容  省エネの地産地消と水素を活用した防災力の強化を実 

      現する新たなエネルギーの供給モデルである「石狩市厚 

田マイクログリッドシステム」の取組について、研修視 

察を行った。 

・所  感  石狩市は平成29年に水素戦略構想を策定し、総合的な 

      エネルギーシステムの構築を目指している。「石狩市厚 

      田マイクログリットシステム」は太陽光発電の余剰電力 

を蓄電池にしたり、水素を製造して燃料電池として貯蔵 

し災害時に地域内の電力として使用できるよう、通常時 

から厚田地区の指定避難所である学校、消防署、道の駅 

など５施設に電力供給している。 

道の駅にはデジタルサイネージを設置し、太陽光発電 

        量や各施設への供給電力、エネルギー自給率、CO2排出削 

減量など11項目を表示しており、住民への周知はもとよ 

り、こうした一連の取組が住民の意識改革や行動変容に 

つながっていくことが期待出来ると感じた。 

また、石狩市全体として様々な再生可能エネルギーを 

        駆使した事業を看板にした企業誘致に力を入れており、 

立地企業に対して付加価値をアピールして地域振興につ 

なげていくといった積極的な姿勢が感じられたことに加 

え、民のスキルを活用することや民間事業者との連携は 

大変重要であると実感した。 

今回の研修視察を通じて、石狩市の取組の理念を参考 

        に今後の進捗状況を注視しながら、本年２月にゼロカー 

ボン宣言をしている本町においても、脱炭素社会に向け 

て確実に前に進めていかなければならないと再認識した。 
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⑴ 北海道町村議会議員研修会（７月２日） 

     

 

 

 

 

 

 

 
 

 ▲コンベンションセンター大ホール         ▲幕別町議会研修会出席者  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ▲講師：森 朗 氏                ▲講師：大島 理森 氏 
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⑵ 石狩市（７月３日） 

  

 

 

 

 

 

 

 

▲幕別町議会寺林議長挨拶             ▲幕別町議会研修会出席者 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

             ▲厚田マイクログリッドシステム（現地視察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
▲デジタルサイネージ（道の駅石狩あいろーど厚田） 


